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令和 4年度予算見積調書(2月補正予算) 課室名:

説明事業

高校教育指導課
担当名: 教育課程担当・学びの改革担当

内線: 6771 (単位：千円)
会計

B19 国際バカロレア等特色ある教育検討事業 一般会
計

教育費 教育総
務費

項
事務局費 学校教育改革推進費

番号 事業名

事 業
期 間

令和 3年度～ 根 拠
法 令

地方教育行政の組織及び運営に関する法律

款

針路 05
分野施策 0504

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

4
4-1,4-6,4-7

　産業・就業構造の変化やグローバル化の進展等、予測
困難な時代の中で自ら課題を発見し、解決する資質・能
力を育成するため、他者と協働しながら既存の教科の枠
を超えて特色ある教育の研究・検討を行う。

（１）国際バカロレア等特色ある教育検討事業
　　　予算の節減及び見込みを下回ったことによる減額
　　　△1,590千円
（２）データサイエンス・AIリテラシーを活用できる
　　　高校生育成研究事業
      予算の節減及び見込みを下回ったことによる減額
　　　△602千円

（１）事業内容
　　特色ある高校づくりのための「新しい教育課程」の検討・導入を行う。
　　ア　国際バカロレア等特色ある教育検討事業　　　　　　　　　　　　　　3,338千円
　　イ　データサイエンス・AIリテラシーを活用できる高校生育成研究事業　　2,736千円
　
（２）事業計画
　　ア　国際バカロレア等特色ある教育検討事業
　　　・先進校視察（特色ある教育課程を編成している先進校に学ぶ）
　　　　(ｱ)　教育課程の編成について情報収集、研究・検討
　　　　(ｲ)　授業参観、研究協議を通じた教育手法の研究・検討
　　　・国際バカロレア教育手法の研究
　　　　(ｱ)　国際バカロレアワークショップ受講者による公開研究授業と研究協議
　　　　(ｲ)　国際バカロレアワークショップ受講者による教材開発
　　　・「授業改善研究会」の開催
　　　　(ｱ） 国際バカロレアワークショップ受講者による公開研究授業の報告と先進校視察報告及び意見交換
　　　　(ｲ)  有識者（大学教授等）による指導、助言、講評
    イ  データサイエンス・AIリテラシーを活用できる高校生育成研究事業
　　　・生徒向けオンライン講座や外部の学習プログラムを活用した授業実践
　　　・先進校視察や教員研修を活用した専門性の高い教員の育成
　
（３）事業効果
　　ア・イ　時代や社会のニーズに応えられる特色ある教育手法を導入して、高校改革を推進

（４）その他【前年度からの変更】
　　イ　データサイエンス・AIリテラシーを活用できる高校生育成研究事業を追加した。
（５）補正予算の概要
　　ア・イ　予算の節減及び見込みを下回ったことによる減額

２　事業主体及び負担区分
（県10/10）

３　地方財政措置の状況
　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
　9,500千円×0.4人＝3,800千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
補正後の
予算額

決定額 △2,192

現計額 6,074 6,074

― 教育局 19 ―

未来を創る子供たちの育成

△2,192 3,882

質の高い学校教育の推進



 

事業名

単位事業名 予算額 △ 1,590千円

　
（単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

報償費 △95 ― 講師謝金が当初の見込みを下回ったことによる減

旅費 △759 ― 泊を伴う出張を中止したことによる減

需用費 △167 ― 消耗品費が当初の見込みを下回ったことによる減

役務費 △484 ― ワークショップ受講費が当初の見込みを下回ったことによる減

使用料及び賃借料 △85 ― 会場使用料が当初の見込みを下回ったことによる減

合計 △1,590 ―

単位事業名 予算額 △ 602千円

　
（単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

報償費 △200 ― 講師謝金が当初の見込みを下回ったことによる減

旅費 △156 ― 先進校視察を一部中止したことによる減

　

事業内訳書

国際バカロレア等特色ある教育検討事業

国際バカロレア等特色ある教育検討事業

主な内容

データサイエンス・AIリテラシーを活用できる高校生育成研究事業

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 △ 602千円

　
（単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

需用費 △48 ― 消耗品費の節約による減

委託料 △198 ― 委託内容の見直しによる減

合計 △602 ―

データサイエンス・AIリテラシーを活用できる高校生育成研究事業

主な内容


